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　上矢作小学校は、山と川の豊かな自然に囲まれた

学校です。平成６年に上小学校と下原田小学校が

統合して、現在の学校が誕生しました。

　学校の教育目標「たくましく　すこやかな　上矢

作の子」を受け、本年度の教育テーマを『輝く「え・

が・お」でいっぱいの学校をめざして』とし、①い

きいき学習、②にこにこ仲間、③ぴかぴか健康、を

合い言葉に取り組んでいます。

①いきいき学習（自分の考えを持ち活動できる）
　本校は、相手の考えを正しく聞き取り、自分の考
えを相手に正確に伝えるコミュニケーション能力

を付けようと「聞く
力・話す力」を高める
活動に力を入れてい
ます。
　国語の「聞く話す」
学習を研究の中心に
取り上げ、自分の考え

を分かりやすく伝え、相手の話を落とさず聞く力を
高めています。また児童が順番に、全校児童の前で
朗読したり、自分の感じ
たことを発表したりする
「スピーチ集会」や、決め
られたテーマについて縦
割りグループの中で意見
を交流し合う「意見交流会」などをして、聞く力・
話す力を日常的に高めようとしています。

②にこにこ仲間（仲間のことを考え活動できる）
　縦割りグループで行う「なかよしフェスタ」では、

毎年大縄跳びと多人
多脚を行い、自分たち
のグループの団結を
高めるとともに、仲間
を思いやる心を育て
ています。大縄跳び

では、低学年の子どもの背中を優しく押して、タイ
ミングを教えてあげる高学年の姿が見られます。
また多人多脚では、グ
ループが早くゴールで
きるように、リーダー
が中心となって組み合
わせを相談しています。
　また１１月に行う収穫
祭では、栽培学習でお世話になった老人クラブの皆
さんや地域の方々を招いて、学習成果の発表をした
り、収穫した野菜や米を調理して一緒に食事をした
りしながら、交流を深めています。

③ぴかぴか健康（健康のことを考え活動できる）
　本校は、平成６年度から「歯と口の健康づくり」
に取り組み始めました。それ以降、学校歯科医の先

生に指導していただきな
がら、学校・家庭・地域が
連携して、それぞれ取り組
んできました。毎月８日
に学校の朝活動で行うピ
カピカコンクールでは、歯
の染め出しをして、歯みが

きの名人を認定します。そこで歯みがき名人に
なった児童は、１２月に保育園に出掛けていき、園児
に歯みがき指導をしています。またＰＴＡ母親委
員会でも、「歯と口の健康づくり」の取り組みとし
て、「歯と口の標語募集」「歯みがきカレンダー」「歯
みがき表彰」な
ど家庭を巻き込
んだ活動をして
います。長年に
わたる取り組み
が認められ、本
年度、文部科学
大臣賞をいただ
きました。

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
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▲全校スピーチ集会での発表

▲国語の「聞く話す」学習の授業

▲収穫祭で地域講師との食事

▲ＰＴＡによる歯みがき表彰

▲保育園児の歯みがき指導をする児童▲なかよしフェスタでの多人多脚


